
神戸大学・保健学研究科・准教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１４５０１

若手研究

2022～2019

がん経験者の「労働生活の質」を向上する家族機能へのアプローチ手法の開発

Development of intervention for family function in improving quality of working 
life among cancer survivors

００７６８９８９研究者番号：

副島　尭史（Soejima, Takafumi）

研究期間：

１９Ｋ１９６３９

年 月 日現在  ５   ６ １３

円     3,200,000

研究成果の概要（和文）：本研究は、若年成人期がん経験者において、（1）診断時にリモートワークもしくは
リモートワークとフレックスタイム制を利用することは診断後の退職を防ぐこと、（2）職場からのサポートは
がんや治療と関連した合併症による職務パフォーマンスの低下を緩衝すること、（3）職場からのサポートが不
足している場合、セルフマネジメントが職務パフォーマンスを向上すること、（4）家族からのサポートと職場
のサポートはがんや治療と関連した合併症による社会的QOLへの影響を媒介することを明らかにした。これらの
成果に基づき、家族からのサポートを含めた、若年成人期がん経験者に対する多面的な就労支援を今後構築す
る。

研究成果の概要（英文）：The findings of our study targeting Japanese young adult cancer survivors 
were (1) that the use of remote working or the use of remote working combined with flextime at 
cancer diagnosis prevented job resignation after cancer diagnosis, (2) that workplace support 
buffered the impact of cancer- and treatment-related complications on job performance, (3) that 
self-management improved job performance under low support at workplace, and (4) that family and 
workplace support mediated the influence of cancer- and treatment-related complications on social 
quality of life. In the future, our findings enable the establishment of a multifaceted support 
system on young adult cancer survivors’ employment including support from family members. 

研究分野： 小児看護学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
若年成人期がん経験者において、診断後の退職や職務パフォーマンス、社会的QOLに関連する要因は明らかにな
っていない。本研究で明らかになった知見は、若年成人期がん経験者の就労関連アウトカムに関連する要因を多
面的に明らかにし、若年成人期がん経験者に対する就労支援プログラムを発展することが可能となる。また、臨
床において、若年成人期がん経験者への就労支援を実施する上での基礎資料となる。さらに、本研究の知見に基
づき、若年成人期がん経験者に対する就労支援が発展・普及されることで、離職率の低下、経済的基盤の獲得、
健康関連QOLの向上につながると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
がんの生存率の向上により、がんの長期生存者（がん経験者）は増加している。就労可能な年

代であるがん経験者の 70%は働いており（de Boer et al. 2009）、「労働生活の質  Quality of 
Working Life（QWL）」が注目される。QWL の 1 つである職務パフォーマンスにおいて、がん
経験者は一般集団より低く（Soejima et al. 2016）、がん経験者の QWL は不良であると示唆さ
れた。このため、がん経験者の QWL 向上に対する支援の確立が求められる。 
 がん経験者の QWL は、就労状況、職務パフォーマンス、社会的な Health-Related Quality 
Of Life（HRQOL）等で構成される（Feuerstein et al. 2010）。しかし、先行研究の多くは、が
ん経験者の職務パフォーマンスのみを評価している。このため、がん経験者の労働生活の質を包
括的に評価した研究は未だ少なく（Feuerstein et al. 2010）、日本国内では検討されていない。 
治療による合併症はがん経験者の QWL にも関連するが（Soejima et al. 2016）、身体の形態・

機能に不可逆的な変化を伴う場合も多く、介入が困難な場合が多い。また、がん経験者に対する
職場の理解が乏しいことに伴い、職場要因への介入はがん経験者の QWL を向上する上で効果が
小さい場合がある（Tamminga et al. 2013）。このため、がん経験者の QWL を向上するために、
治療による合併症や職場要因へ介入するだけでは不十分であるとされる（Tamminga et al. 
2013）。 
本研究は、がん経験者の QWL 向上に対する介入のターゲットとして、新たにセルフマネジメ

ントと家族からのサポートを検討する。家族からのサポート・セルフマネジメントと QWL の関
連を明らかにすれば、がん経験者の QWL を向上する上でより多面的な介入を示すことができる
と考える。 
 
 
２．研究の目的 
本研究は、がん経験者の QWL として、就労状況、職務パフォーマンス、社会的 HRQOL に

着目し、がん経験者の QWL に対する支援を確立する上で、（1）がん経験者における家族からの
サポート・セルフマネジメントを含めて QWL の関連要因を明らかにすること、（2）がん経験者
の QWL 向上を目指した介入方法を検討することである。 
 
 
３．研究の方法 
1） 若年成人期がん経験者において診断時のリモートワーク・フレックスタイム制の利用が 

診断後の離職に与える影響 
インターネット調査会社の患者パネルからリクルートされた、診断時に就労していた若年成

人期がん経験者を対象とし、横断的観察研究デザインに基づくオンライン質問紙調査を実施し
た。診断後の離職については、離職の有無、診断から離職までの期間を尋ねた。またリモートワ
ーク、フレックスタイム制については、診断時の利用の有無について尋ね、その回答から、リモ
ートワーク・フレックスタイム制利用群、リモートワークのみ利用群、フレックスタイム制のみ
利用群、非利用群に分類した。医学的・人口動態学的特性を調整した多変量 Cox 回帰分析を実
施し、リモートワーク・フレックスタイム制の利用と診断後の離職の関連を検討した。 
 
2） 若年成人期がん経験者においてがんや治療と関連した合併症、セルフマネジメント、 

職場のサポートが職務パフォーマンスに与える影響 
 インターネット調査会社の患者パネルからリクルートされた、調査時に就労していた若年成
人期がん経験者を対象とし、横断的観察研究デザインに基づくオンライン質問紙調査を実施し
た。がんや治療と関連した合併症として、がん関連疲労感、抑うつ、認知機能障害をそれぞれ、
Cancer Fatigue Scale（Okuyama et al. 2000）、Kessler-6（Sakurai et al. 2011）、European 
Organization for Research and Treatment of Cancer Quality of Life Questionnaire Core 30
（Kobayashi et al. 1998）により評価した。セルフマネジメントは Patient Activation Measure-
13（藤田ら. 2010）、職務パフォーマンスは WHO Health and Performance Questionnaire
（Suzuki et al. 2015）により評価した。がんや治療と関連した合併症、セルフマネジメント、
職場のサポートが職務パフォーマンスに与える影響を検討するため、構造方程式モデリングを
実施した。 
 
3） 若年成人期がん経験者においてがんや治療と関連した合併症、 

家族・職場からのサポートが社会的 HRQOL に与える影響 
 インターネット調査会社の患者パネルからリクルートされた、調査時に就労していた若年成
人期がん経験者を対象とし、横断的観察研究デザインに基づくオンライン質問紙調査を実施し
た。がんや治療と関連した合併症として、がん関連疲労感、抑うつ、認知機能障害をそれぞれ、
Cancer Fatigue Scale（Okuyama et al. 2000）、Kessler-6（Sakurai et al. 2011）、European 



Organization for Research and Treatment of Cancer Quality of Life Questionnaire Core 30
（Kobayashi et al. 1998）により評価した。家族からのサポートは Multidimensional Scale of 
Perceived Social Support（岩佐ら. 2007）、職場からのサポートは職業性ストレス簡易調査票
（Inoue et al. 2015）により評価した。社会的 HRQOL は SF-12（Suzukamo et al. 2010）によ
り評価した。がんや治療と関連した合併症、家族・職場のサポートが社会的 HRQOL に与える
影響を検討するため、構造方程式モデリングを実施した。 
 
 
４．研究成果 
1） 若年成人期がん経験者において診断時のリモートワーク・フレックスタイム制の利用が 

診断後の離職に与える影響 
診断時に就労していた若年成人期がん経験者 401 名を分析対象とした。若年成人期がん経験

者において、リモートワーク・フレックスタイム制利用群（HR = 0.37, p < 0.01）とリモートワ
ークのみ利用群（HR = 0.44, p = 0.04）は、非利用群と比較して、診断後に離職する割合が低か
った。若年成人期がん経験者の診断後における離職を防ぐ上で、リモートワークの利用が有効で
あり、若年成人期がん経験者への就労支援としてリモートワークの利用を助言するなどの必要
性を示唆した。 
 
2） 若年成人期がん経験者においてがんや治療と関連した合併症、セルフマネジメント、 

職場のサポートが職務パフォーマンスに与える影響 
 調査時に就労していた若年成人期がん経験者 202 名を分析対象とした。職場からのサポート
が高い群において、がんや治療と関連した合併症は職務パフォーマンスに影響しなかった（β = 
-0.12, p = 0.37）。また職場からのサポートが低い群において、がんや治療と関連した合併症は職
務パフォーマンスを低下させたが（β = -0.29, p = 0.01）、セルフマネジメントは職務パフォーマ
ンスを向上した（β = 0.28, p < 0.01）。若年成人期がん経験者において、がんや治療と関連した
合併症による職務パフォーマンスの低下を軽減する上で職場からのサポートは重要であり、職
場からのサポートが不足していたとしても、セルフマネジメントを強化することで職務パフォ
ーマンスを向上できることを示唆した。 
 
3） 若年成人期がん経験者においてがんや治療と関連した合併症、 

家族・職場からのサポートが社会的 HRQOL に与える影響 
調査時に就労していた若年成人期がん経験者 192 名を分析対象とした。がんや治療に関連し

た合併症による社会的 HRQOL への影響に対して、職場からのサポート（β = -0.071, p < 0.01）・
家族からのサポート（β = -0.051, p = 0.03）がそれぞれ媒介しており、職場からのサポートによ
る媒介効果がやや大きかった。若年成人期がん経験者の社会的 HRQOL を向上する上で、職場
からのサポートだけでなく、家族からのサポートも重要であり、若年成人期がん経験者への就労
支援として家族へのアプローチを行う必要性を示唆した。 
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